
今年も管内小学校には元気な27名 の一年生が入学し

ました。学校へ通学する新入学児童に欠かせないもの

がランドセルと黄色い交通安全帽です。

この安全帽は平成3年 に地元への奉仕活動を目的に

結成された「市浦村ライオンズクラブ(高橋哲弘会長)」

が平成4年から管内の新小学一年生に配布しているも

ので、今年も子どもたちは入学式で配られた真新しい

帽子をうれしそうに手にしていました。
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一
地域再生 か ら地域創造ヘ

ー

市
浦
村
議
会
二
月
定
例
会
が
二
月
六
日
か
ら
十

二
日
ま
で
開

か
れ
、
平
成
九
年
度
の

一
般
会
計
予
算
、
及
び
下
水
道
事
業
特

別
会
計
な
ど
、
六
特
別
会
計
予
算
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

現
在
、
地
方
財
政
は
景
気
の
低
迷
を
反
映
し
て
、
昨
年
度
に

も
増
し
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
新
年
度
予
算
は
、
健
康
文
化
都
市

の
指
定

を
受
け

「新
し
い
ビ
ジ

ョ
ン
、
新
し
い
戦
略
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」

の
も
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政
の
健
全
性
確
保
に
努
め
、
二

十

一
世
紀
の
村

の
将
来
像
を
見
据
え
た
予
算
編
成
と
な
り
ま
し

今
年
度
の

一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
六

億
九
千
二
百
万
円
で
、
昨
年
度
に
比

べ
二

・
●
％
の
増
額
と
な

り
、
下
水
道
事
業
や
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
各
財
産
区

の
六
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
予
算
は
四
十
億
六
百
五
十

一
万

八
千
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

一
●

・
●
％
の
増
額
と
な
り
ま
し

一般会計予算は

26億Q馴〕万円でスタート

地方交付税

国庫支出金

村 債

平成 9年度会計別予算額

区 |.分 : 予 算 額 前年度との比較

∵ 般 会 計 26億 9,200万円

特

Bll

会

計

下水 道事業 3億 2,739万4千 円 1億 5,655万 8千 円

国保事業勘定 5,287万 2千 円

国保直診勘定 1.102万 4千 円

老 人 保 健 9,142万 7千 円

相内財産区 1,152万 1千円 58万 4千 円

脇元 財 産 区 458万 3千 円

十三 財 産区 197万 4千 円

総 額 40億 651万 8千 円 3億 6.458万 6千 円

(△ はマイナス)

公債費

土木費

´  商工費
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予算編成 にあたって
市浦本す長 高 松 隆

会などとの現地交流会も開くこととし、それぞれ予算を計上した

331,715千 円
・役場庁舎外壁塗装工事  5,500千 円
ふるさと交流事業 (十三i胡横断
ウォークなど)    4,280千 円
・固定資産路線価・画地計算付設

業務委託料      2,208千 円

費     388,924千 円
・新相内十三線整備事業 112,080千 円
・相内太田鏡線道路改良事業

100,030千 円

急傾斜地対策事業負担金

(大田・脇元)    8,400千 円

費     438,024千円
・福祉バス購入事業   21,000千 円
高齢者生活福祉センター運営委託料

31,000千 円
老人保護措置費    92,302千円

費    160,179千円
。津軽北部広域事務組合負担金

141,062千 円
・地域防災計画委託料   4,300千 円
・消火栓取替委託料    2,000千 円

農林水産業費    258,774千 円
・省力型高品質長期安定施設導入

支援補助金      12,263千円
・脇元地区ふるさと農道 17,040千 円

県営実取地区ほ場整備 26,903千円

費         249,443千円
・十三湊遺跡発掘経費  32,673千 円
・磯松公民館改修工事   6,000千 円
・外国青年招致事業費  4,528千 円

舞磐
118,984千 円

・十三湖高原展望台整備事業

24,000千 円
・福島城遺跡公園整備事業 34,884千 円
四ツ滝山遊歩道標識設置工事

2,262千 円

他     745,957千 円
・健康文化都市推進事業費 19=863千 円
・津軽広域水道企業団負担金

16,521千 円
。一日ドック委託料   14,642千 円電̈

157-
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r
ム言一ダ

二
十
年
目
は
雨
の
交
流
会

相
内
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
に

参
加
し
た
人
た
ち
が
都
内
で
暮
ら
し

て
い
る
同
郷
者
で
集

い
、
励
ま
し
合

き
、
村
側
を
代
表
し
て
工
藤
助
役
が

「
二
十
日
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
会
に

参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
こ

れ
か
ら
も
相
内
会
が
益

々
発
展
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
挨
拶
し

三
和
孝
徳
会
長
が

「本
来
で
あ
れ
ば

上
野
の
桜
の
下
で
力

一
杯
跳
ね
て
踊

り
た
か

っ
た
の
で
す
が
、
あ

い
に
く
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久

し

ぶ

り

の
再

会

ふ
る
さ
と
の
お
み
や
げ
に
感
動

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
は
な

つ
か
し

い
顔
を
見

つ
け
、
握
手
を
し
な
が
ら

「久
し
ぶ
り
だ
な
　
　
　
」

「
元
気

し
て
ら
が
　

　

・
」
と
挨
拶
す
る
光

景
が
見
ら
れ
、
中
に
は
四
十
年
ぶ
り

に
再
会
を
果
た
し
た
親
友

同
士
が

「今
日
は
人
生
最
良

の
日
で
す
。
相

内
会
に
入

っ
て
る
お
か
げ
で
再
会
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

つ
く

つ
て
く
れ
た
相
内
会
に
感
謝
し

ま
す
」
と
懐
か
し
さ
に
涙
を
流
し
な

が
ら
抱
き
合
う
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。

み
や
げ
や
手
料
理
が
持
参
さ
れ
、
″煮

お
に
ぎ
り
″
な
ど
懐
か
し
く
、
素
朴

な
ふ
る
さ
と
の
味
に
参
加
者
は

「
こ

の
味
は
地
元
の
食
材
を
使
わ
な
け
れ

ば
絶
対
に
出
せ
な

い
味
」
と
大
感
激
。

さ
ら
に
は
、
　
″虫
送
り
″
の
生
演
奏

付
き
に
よ
る
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ

っ
き
ま
で
ご
く
普
通
だ

っ
た
お
座

敷
に
大
鼓
と
笛
の
音
が
鳴
り
響

い
た

瞬
間
、
会
場
は
六
月
に
行
わ
れ
て
い

る
人
は
太
刀
を
握
り
、
ま
た
あ
る
人

に
傘
を
太
刀
に
見
立
て
て

「
ハ
ネ

ロ
一ン
ャ
ハ
・不
口
」

「
イ
ツ
モ
コ
ン
ダ
ラ
ド
ウ

ス
ベ
ナ
」
と
か
け
声
を
掛

け
な
が
ら
会
場
内
を
力
強

く
跳
ね
回

っ
て
い
ま
し
た
。

東
京
相
内
会
で
は
今
後

も
市
浦
会
と
平
行
し
て
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
に

し
て
お
り
、
春
の
イ
ベ
ン

ず
、
十
三
、
脇
元
、
磯
松

出
身

の
方
で
も
気
軽
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
語
り

▲40年 ぶりの再会に感動する参加者

星
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
完
成
ノ

～
地
域
の
美
化
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
の
期
待
ふ
く
ら
む
～

天
の
川
か
さ
さ
ぎ

ロ
ー
ド
文
化
化

事
業
の

一
環
と
し
て
星
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
小
字
宙
空
間
を
演
出
し
て
い
る

六
角
形
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
、
こ
の
ほ

ど
町
立
上
ノ
国
診
療
所
付
近
に
完
成

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
蝦
夷
地
の

都

“
上
ノ
国
”
再
発
見

フ
ォ
ト

コ
ン

テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
や
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
絵
画
な
ど
を
掲
示
し
、
地

域
住
民
と

い
き

い
き
と
交
流
で
き
る

場
の
確
保
を
と
お
し
て
、
地
域
文
化

夜
間
に
は
照
明
の
演
出
で
ス
ポ

ッ

ト
に
よ
り
写
真
や
絵
を
引
き
立
た
せ

ま
す
。
天
丼
部
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

は
、
本
に
焼
き
付
け
て
星
座
の
模
様

を

つ
く
り
星
の
穴
か
ら
光
り
を
だ
し

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
設
置
に
よ

っ

て
、
沿
道
住
民
と
児
童
生
徒
と
の
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
、
沿
道
住
民
の
児
童
生
徒
に
対
す

る
親
近
感
が
増
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

美
化
清
掃
な
ど
の
地
域
活
動

へ
の
積

極
的
な
参
加
が
今
後
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど

の
休
憩
の
場
と
し
て
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
絵
画
に
つ
い
て
は
、
今
後

各
小
中
学
校
な
ど
に
作
成
を
お
願
い

し
、
掲
示
し
て
い
く
予
定
で
す
。



高 木 美 穂

濱 田 彩 加
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武 田 美 穂

相
内
小
学
校青木 輝笑秋田 筆鴫向峠 ∬編飯島 失

い
書平野 縫

う
夫

H人

佐々木 fiう雀 三 和 ゴ 筏 成 田 瞥 ■ 大 性 膳
い
繭 古 都 長

・
曇

一
緻

け

岡

”

新

読
め

太
Ｌ
小
学
校

臥

脇
元
小
学
校 奈良 津

ろ
羹土岐書棄洛丸 山 翔 平

新
小
学
一重

中 井  怜 越 野 智 裕

十
三
小
学
校

臥

奈 良  仁 奈 良 月月蒜

松 橋 宏 樹

小 倉 幸 乃 濱 田 彩 乃

今 野 優 佳

葛 西 慎太郎

3人



(7)広報ι多4多

ウ
ー
マ
ン
に

三
浦
さ
ゑ
子
さ
ん

成
田
部
長
○

と
に
発
行
し
て
い
る
市
浦
村
電
話
番

号
早
見
表
が
完
成
し
、
各
家
庭

へ
配

使

い
易
さ
を
向
上
さ
せ
て
い
る
早
見

表
で
す
が
、
今
回
は
冠
婚
葬
祭
豆
知

識
を
掲
載
し
、
同
時
に
各
種
冠
婚
葬

祭
に
必
要
な
業
者
の
電
話
番
号
も
同

じ
ペ
ー
ジ
に
整
理
す
る
な
ど
、
工
夫

が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話

番
号
早
見
表
の
完
成
と
全
国
表
彰
受

賞
報
告
に
訪
れ
た
成
田
部
長
に
高
松

村
長
は

「発
想
の
仕
方
で
地
域
は
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
組
織
の
活
性
化
と
な
り
、
地

域
づ
く
り
の
輪
が
広
が

っ
て
い
く
も

の
だ
」
と
激
励
、
青
年
部
の
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
が
制
作
し
て
い
た

平
成
九
年
度
判
市
浦
村
電
話
番
号
早

見
表
が
よ
う
や
く
完
成
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
リ
ス
ポ
ン
サ
ー
な
ら

び
に
ご
指
導
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方

々
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
普
通
の
電
話
帳
で
し

た
が
、
今
回
私
た
ち
は
こ
だ
わ
り
を

も
の
で
は
な
く
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

役
に
立

つ
よ
う
な
こ
と
を
載
せ
た
ら

面
白

い
と
考
え
、
電
話
帳
の
中
に
冠

婚
葬
祭
豆
知
識
と
県
内
外
の
観
光
客

に
市
浦
の
史
跡
、
遺
跡
、
寺
社
な
ど

尋
ね
ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
に

市
浦
の
歴
史

マ
ッ
プ
を
掲
載
し
て
み

―
の
ご
協
力
も
あ
り
、
千
部
制
作
発

行
し
、
三
月
末
ま
で
に
各
家
庭
に
配

布
し
ま
し
た
。
電
話
帳
そ
の
も
の
が

高
価
な
も
の
で
す
の
で
、
私
た
ち
部

青
森
県
で
は
、
平
成
六
年
度
か
ら

地
域
農
業
の
振
興
や
農
村
の
活
性
化

の
推
進
役
を
担
う
人
材
と
し

て

「
Ｖ

Ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
」
制
度
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
お
り
、
当
村
で
は
こ
れ
ま
で

工
藤
富
子
さ
ん
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
新
た
に
三
浦
さ
ゑ
子

さ
ん
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
Ｖ

ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
」
制
度
と
は
、

「
Ｖ

‐
１
ｌ

ａ
ｇ
ｅ
　
Ｃ

ｏ
ｎ
ｄ

ｕ

Ｃ
ｔ
Ｏ
ｒ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｗ

Ｏ
ｍ
ａ
ｎ
」

・

の
略
で
、
地
域

の
よ
り
よ

い

「農

と
く
ら
し
」
を
指
導
す
る
女
性
リ

ー
ダ
ー
の
意
味
で
す
。

三
浦
さ
ん
は
専
業
農
家
の
主
婦

同
士
の
交
流
推
進
や
、
給
料
制
の
　

一

導
入
、
就
業
時
間
の
取
り
決
め
等

暮
ら
し
を
大
事
に
し
た
経
営
を
し

市
浦
村
商
工
会
青
年
部

（成
田
武

司
部
長
）
は
青
森
県
商
工
会
野
球
大

会
で
優
勝
、
第
十
五
回
市
浦
村
ス
ポ

ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
取
組
や
、
村
内
の
観
光
施

設
の
清
掃
、
防
犯
活
動
へ
の
協
力
な

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
今
回
の
認

今
回
の
認
定
を
受
け
て
三
浦
さ
ん

は

「
農
業
は
身
体
が
資
本
で
す
。
健

康
な
体
を
保

つ
に
は
食
生
活
を
は
じ

め
家
庭
内
を
し

っ
か
り
守
る
の
が
私

の
役
目
。
ま
た
給
料
制
に
よ

っ
て
仕

事

へ
の
は
げ
み
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
地
域
活
動
の
中
で
広
め
て
い
き

た
い
」
と
は
り
き

っ
て
い
ま
す
。

浦
村
商
工
会
青
年
部

全
国
表
彰
受
賞

ど
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
両
国
国

技
館
で
行
わ
れ
た
商
工
会
青
年
婦
人

部
全
国
組
織
化
三
十
周
年
記
念
式
典

に
お
い
て
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合

会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
が
四
年
ご

目
Ｌ
嬌
喘
賭
諦
鮮
明
割
□

員
が
幾
度
か
回

っ
て
も
留
守
だ

っ
た

ご
家
庭
に
は
、
配
布
を
見
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
了
承
を

追
加
希
望

の
方
に
は

一
部
に
つ
き
八

百
円
で
領
布
し
ま
す
の
で
、
商
工
会

青
年
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

＞
新
し

い
電
話
番
号
早
見
表

お詫びと訂正
「平成九年度判市浦村電話番
号早見表」において一部誤りが

ありましたので訂正してお詫び
いたします。 (商工会青年部 )
*6ページ、「古川 徹」と
「古川広志」の間に追加
古川 宏∴・・…・.62-2465

佐々木昇

↓

佐々木晃

武田裕幸………62-3507

|

武田裕幸……1・・62-2234

中島製材所枠内

|



青森県では今年 9月 に青森市合

子沢を会場に、約10,000人が参加
して、緑豊かで住み良い活力ある

郷土づくりを目指し「つたえよう
世界へ未来へ 青い森」を大会テ
ーマに開催する全国育樹祭の参加

者を県民から募集します。

皆様ふるってご応募 ください。
)募集要領
●応募条件は、小学生以上の県内

在住者 (小・中学生が応募の場

合は父兄等の同伴を条件としま

す)。

ご家族で参加を希望する場合は、
1家族 2名以内とさせていただ
きます。
●往復はがきに住所・氏名 。年齢
。性別 。職業・電話番号をお書
きのうえ、下のあて先までご応

募ください。また、返信用はが

きにも必ず (ご自身の住所 。氏

名)を 明記してください。
●応募は 1人 (1家族)1回 に限
ります。 2通以上の申し込みの

場合は、無効となります。
●抽選で1,000名の皆様をご招待
いたします。
●当日は早朝の出発となり、事務

局指定の集合場所と会場の間を
送迎します。
●参加費は無料です。
)申 し込み

青森県農林部林政課内
全国育樹祭実行委員会事務局
「公募招待者募集」係

暉ι多ろ (8)

)募集期間
5月 1日 (木)～ 5月 31日 (土 )
※当日消印有効

)発  表
返信用はがきで結果をお知らせ

し、当選者には後日、招待状を送

付します。

)お問合せ先

村では村内各地域に「なんでも110番 」の相談員を配置し、地域づくり
や行政に対する相談等を受けつけています。どんなことでも気軽にご相
談ください。

◇各地域の担当相談員は次のとおりです。

脇元地区 議会事務局長 竹 谷
磯松地区 企画財政課長 桑 野
相内地区 経済観光課長  成 田
太田地区 出 納 室 長 古 川
十三地区 建 設 課 長  中 居

則

夫

正

徹

男

博

邦

義

　

松

862-2252
●62-2374
aЮ2-2749
862-3467
●62-3157
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情報をお寄せください

しらせ
役場の電話は62-2111

わたしたちの日常生活で、行政

が行う仕事について苦情や要望、

意見があったとき、もっとも身近

な相談相手になるのが、行政相談

員です。

相談は無料で、日頭や電話、手

紙でもかまいません。内容は行政

に関することであればどんなこと

でもよく、相談を受けた行政相談

員は、秘密を守つて親切にお世話

することになっています。

また同時に、受けた相談はそれ

ぞれの事例や、寄せられた意見を

その後の行政運営に生かすという

大切な役割も担っています。

レ行政相談員

小山 巌さん
>電話番号

国民年金には、保険料を納める

ことが困難なときのために、保険

料が免除される制度があります。

失業、病気、災害などで収入が

減つた方や、20歳以上の学生で、

本人に収入がなく、なおかつ親元

の収入が法律で定められた基準以

下の場合には、申請すれば保険料

が免除されます。

申請して保険料を免除された期

間は、納付した場合と同じく、年

金の受給資格期間となります。

しかし将来、年金の額を計算す

る場合には、その期間は保険料を

納めた場合に比べ、 3分の 1に な
ってしまいます。

そこで、生活にゆとりができた

ときには、免除された期間の保険

料を最高で10年前までさかのぼっ

て納めることができます。これを

「追納」と言います。この制度を

利用することによって将来、満額

の年金を確保することもできます。

この場合の保険料は、免除を受

けた当時の保険料に、その後の経

過した年数によって一定の額が加

算されます。

平成 9年度の 1年間の免除を受
けるためには、 5月 末日までに申
請することが必要です。

)お問合せ先

日赤青森県支部では、 5月 8日

の世界赤十字デーの周知を図り、

赤十字事業をより多くの県民に知

ってもらうために、5月 8日 (木 )
の10時 ～3時 まで、青い森公園お
よび日赤県支部を会場にイベント
「青空赤十字フェスタ'97」 を開催
します。

内容は、チャリテイーマーケッ

トを始め、医療・健康相談、介護

市浦村の人口と世帯数  平成9.4.1現在

用品展示、災害非常食体験、日本

赤十字グッズ販売、小児リハビリ

テーション相談、協力者にはカー

ネーションをプレゼントする献血

体験、救急法実技体験など。

なお、各コーナーで実施される

スタンプラリー終了者には、豪華

景品が当る抽選会のほか、来場し

た子どもたちに綿あめをプレゼン

トするなどご家族で楽しめ、赤十

字の事業が体験できるイベントと

なっています。
レお問合せ先

日本赤十字社青森県支部

組織振興課
>電話番号

このたび、青森県弁護士会では、

法律相談事業の一環として今年 4

月から五所川原市内に「青森県弁

護士会西北五相談センター」を開

設することとしました。皆様お気

軽にご利用ください。

レ住  所
五所川原市岩木町12

産経会館 5階

レ相 談 日

毎週火曜日午後 1時～3時半ま
で。祝日は休ませていただきます。

>相 談 料

相談時間30分につき5,000円 と

します。
>相談の申し込み

電話でお申し込みください。
>電話番号

が
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今
回
は
、
村
の

『保
健
衛
生
協
力

委
員
」
の
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、

「保
健
衛
生
協
力
委

員
」
に
つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
ご
存

知
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
、
保
健
衛

生
協
力
委
員
の
活
動
を
目
に
す
る
機

会
が
あ
る
と
し
た
ら
、
″衛
生
ご
よ

み
″
が
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
時
、

そ
し
て
″
一
日
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
″

の
時
で
し
ょ
う
か
？

村
内
に
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
が
維

持
さ
れ
、
ま
た
健
や
か
に
生
活
が
送

ら
れ
る
た
め
の
機
関
と
し
て
、
診
療

所

・
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

・

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

・
役
場
等

が
あ
り
、
様
々
な
職
種
が
関
わ
っ
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
と
つ
な
げ
て
い
ま

そ
し
て
、
私
達
が
活
動
す
る
他
に

地
域
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
に
協
力
し
、
健
康
増
進
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
方
々
が
い
ま
す
。
そ

れ
が

「保
健
衛
生
協
力
委
員
』
の
皆

さ
ん
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
活
動
を
目
に
す
る
場

面
は
、
衛
生
ご
よ
み

・
一
日
ド

ッ
ク

の
申
し
込
み
と
ご
く

一
部
分
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
保
健
衛
生

協
力
委
員
の
方
々
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
、
保
健
衛
生
が
住

民
の
隅
々
ま
で
浸
透
す
る
よ
う
に
、

ま
た
村
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
と
の
間
で
ス
ム
ー
ズ
に

保
健
衛
生
活
動
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
パ
イ
プ
役
と
し

て
も
役
割
を
果
た
し
て
い

単
に
行
政
側
だ
け
が
活

動
を
実
施
し
て
も
、
そ
れ

が
地
域

・
地
区
の
特
性
と

か
み
あ
っ
て
い
な
い
、
把

握
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で

あ
れ
ば
、
全
く
効
果
の
あ

ら
わ
れ
な
い
活
動
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
地
区
で
生
活
し
地
区

の
状
況
が
理
解
さ
れ
て
い

る
保
健
衛
生
協
力
委
員
で

あ
れ
ば
、
健
康
問
題
の
状

況
　
必
要
な
支
援
の
部
分
が
適
切
に

保
健
活
動
に
繁
栄
さ
れ
て
い
く
こ
と

ま
ず
、
皆
さ
ん
自
ら
の
健
康
づ
く

り
へ
の
意
識
の
向
上
と
、
そ
し
て
そ

れ
に
伴
う
保
健
衛
生
協
力
委
員
の
協

力
で
、
は
じ
め
て
一
方
通
行
で
は
な

い
効
果
的
な
活
動
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
活
動
を
何
十
年
と
し

て
き
た
保
健
衛
生
協
力
委
員
の
方
々

リ
オ
ド
を
打
ち
、
保
健
婦
と
し
て
こ

が
、
今
年
度
よ
り
新
し
く
次
の
世
代

へ
引
き

つ
い
だ
地
区
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
村
全

体
の
健
康
づ
く
り
に
活
動
し
で
み
た

い
と
思
わ
れ
る
方
、　
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

い
つ
で
も
、
御
相

談
下
さ

い
。

ま
た
、
新
し
く
保
健
衛
生
協
力
委

員
に
な

っ
た
方
々
と
も
ど
も
よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。

劃

釧

引

冒

す
が
、
笑
顔
と
優
し
さ
を
モ
ッ
ト
ー

新保健 婦
一 戸 優美子

一
倒
¨
¨
「
で っ 身
一
『
¨
『
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一
木 ず
（』
［

一

見
る
位
で
す
が
、
今
度
、
市
浦
村
で

一
働
く
こ
と
と
な
り
、
十
三
湖
を
毎
日
、

阿

踵

鷹

け

肝

な
さ
ん
、
こ
ん
な
未
熟
者
で
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

脇元吾圏あぢ季

磯松曇畳 鼻撃

太田 武田れれ子
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